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　　 ／食生活改善推進員さんのおすすめレシピ
27　図書館に行こう
28　４月の元気な日田っ子集まれ！
29　児童館・支援施設４月の主な催し
30　あまがせ温泉まつり
　　 ／市長コラム

　総合学習で新聞づくりを学
び、地域を紹介する「うみや
まかわ新聞」の制作を行った
津江小学校６年生の皆さん。
　４月からは中学生。新聞づ
くりの経験を生かし、それぞ
れの活躍が期待されます。
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市
で
は
現
在
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
６
次
日

田
市
総
合
計
画
」
を
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
ま
で

の
11
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
本
市
の
将
来
像
を
「
と

も
に
つ
く
る　

一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
ひ
た
」
と
掲
げ
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
し
、
す
べ
て
の
人
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
と
も
に

汗
を
流
し
、
誰
も
が
そ
こ
に
住
む
こ
と
を
誇
れ
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
「
市
民
協
働
」
「
福
祉
」
「
産

業
振
興
」
「
生
活
基
盤
」
「
教
育
・
文
化
」
「
環
境
」
の

６
つ
の
分
野
ご
と
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」
と
し
て
定

め
た
各
種
の
施
策
を
展
開
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　

き
ず
な
を
強
め
る　

　
　
　
　
　
　
　

〜
人
の
力
が
活
か
さ
れ
る　

ひ
た
〜

　

過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
展
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

複
雑
化
な
ど
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

お
り
、
行
政
の
み
の
取
組
で
は
的
確
に
応
え
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
民
と
行
政
が
と
も
に

汗
を
か
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
取

組
を
行
い
ま
す
。

・
新
し
い
公
共
の
概
念
に
よ
る
住
民
自
治
組
織
の
設
立
に

向
け
た
取
組

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
集
落
支
援
員
の
配
置

・
移
住
者
や
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
へ
の
支
援

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
で
住
民
票
、
戸
籍
及
び
税
の
各
種
証

明
書
な
ど
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

・
財
政
状
況
の
「
見
え
る
化
」
を
目
的
と
し
た
統
一
的
な

基
準
に
よ
る
新
た
な
地
方
公
会
計
の
導
入

・
公
共
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
よ
る

財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

　　
　
　
　
　
　

住
む
安
心
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　

〜
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い 

ひ
た
〜

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
4
つ
を
柱

に
、
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

①
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

②
地
域
の
福
祉
の
担
い
手
づ
く
り

③
身
近
な
相
談
体
制
づ
く
り

④
暮
ら
し
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
病
児
保
育
施
設
の
開
設
の
支
援

・
老
朽
化
し
た
こ
ど
も
園
等
の
整
備

・
保
育
士
確
保
の
た
め
就
職
応
援
金
の
交
付

・
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

　

重
症
心
身
障
が
い
児
者
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
国
、
県
と
連
携
し
て
、
法
人
に
よ
る
共
同
生
活
援
助
及

び
短
期
入
所
施
設
・
生
活
介
護
施
設
の
建
設
に
よ
る
一

体
的
な
運
用
支
援

　

高
齢
者
の
福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
支
援
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
の
受
講
費
用
の
一
部
助
成

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
人
材
の
確
保

・
高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

・
防
災
活
動
で
必
要
と
な
る
移
動
系
無
線
の
整
備
や
備
蓄

拠
点
・
物
資
の
見
直
し
等

・
危
機
管
理
体
制
の
充
実

・
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
や
消
防
団
の
装
備
充
実
、
団

員
の
加
入
促
進

　　
　
　
　
　
　

や
り
が
い
と
魅
力
を
つ
く
る 

　
　
　
　
　
　
　

〜
価
値
を
磨
き
続
け
る 

ひ
た
〜　

　

自
然
や
歴
史
、
文
化
財
な
ど
の
地
域
資
源
、
地
域
で
生

み
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
産
業
の

振
興
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
原
動
力
で
す
。
こ
の
た
め

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
に

　日田市の新たなまちづくりがスタ
ートしました。３月定例議会で市長
が発表した本年度の施政方針から、
抜粋してまちの目指すべき方向性と
取組をお伝えします。

　　問地方創生推進課創生企画係
　　　☎㉒８２２３（市役所６階）

平成29年度

施政方針

▼

２
月
27
日
開
会
の
平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で

　

原
田
市
長
が
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

産
業
振
興

福
祉

市
民
協
働
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向
け
て
、
市
民
、
業
界
関
係
者
、
行
政
が
連
携
・
協
力
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

・
担
い
手
不
在
地
域
に
お
け
る
農
作
業
の
受
託
や
新
規
就

農
者
の
育
成
、
農
業
の
６
次
産
業
化
等
を
担
う
組
織
の

設
立
に
向
け
農
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
調
査
・

研
究

・
高
品
質
で
安
心
・
安
全
な
農
産
物
や
農
産
加
工
品
の
生

産
拡
大
と
日
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

・
新
規
林
業
就
業
者
等
の
担
い
手
対
策
の
推
進

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
新
た
な
木
材
需
要
に
伴
う
木
材
流

通
の
実
態
の
把
握
や
森
林
認
証
の
取
得
に
向
け
た
支
援

・
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
商
工
会
議
所

や
商
工
会
、
金
融
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

・
若
年
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
市
内
企
業
へ
の
就
職
促

進
や
人
材
育
成
等
に
対
す
る
支
援

・
企
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

し
、
魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
よ
る
人
材
確
保

・
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
促
進
に
向
け
た
通
信
費
用
の
優
遇
措

置
の
新
設

・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
九
州
内
の
４
行
事
と

連
携
し
た
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
の
改
修
、
日
田
祇
園
山
鉾
集
団
顔

見
世
の
充
実

　　
　
　
　
　
　

安
全
で
快
適
に
暮
ら
す 

　
　
　
　
　
　
　

〜
便
利
も
快
適
も
そ
ろ
え
る　

ひ
た
〜

　

市
道
の
整
備
、
水
道
施
設
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
ま

す
。

・
平
和
通
り
線
日
ノ
出
第
１
交
差
点
の
改
築
工
事
に
向
け

た
詳
細
設
計

・
徳
瀬
友
田
線
な
ど
の
改
築
工
事
に
向
け
た
測
量
調
査
や

予
備
設
計

・
友
田
徳
瀬
線
や
本
城
線
な
ど
８
路
線
の
改
良
工
事
、
御

幸
通
り
線
な
ど
の
舗
装
補
修
工
事

・
会
所
宮
配
水
池
の
長
寿
命
化

・
水
道
管
の
耐
震
化
工
事

・
石
井
地
区
の
公
共
下
水
道
の
整
備

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
改
修

・
汚
水
管
き
ょ
の
長
寿
命
化

・
三
ノ
宮
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の
公
共
下
水
道
事
業

へ
の
統
合

　

公
共
交
通
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
便
性
と
効
率

性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

完
成
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
た
、
日
田
の
玄
関
口
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
を
行
い
ま

す
。

　　
　
　
　
　
　

学
ぶ
楽
し
さ
を
増
や
す 

　
　
　
　
　
　
　

〜
学
ぶ
機
会
に
満
ち
る　

ひ
た
〜

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
の
学
力

の
向
上
を
最
重
点
課
題
と
捉
え
、
夢
と
誇
り
を
も
っ
て
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
内
中
学
校
の
１
・
２
年
生
の
中
で
希
望
す
る
生
徒
を

対
象
に
「
中
学
生
学
び
ア
ッ
プ
事
業
」
の
実
施

・
平
成
30
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
本

格
導
入
に
向
け
た
取
組

　

文
化
・
芸
術
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
日
田
祇
園
の
曳
山

行
事
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
文
化
財
を
保
存
し
、
積
極
的

に
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
施
策
と
連
動
し
た
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
複
合
文
化
施
設
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
（
ア
オ
ー

ゼ
）
で
特
別
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
田
祇
園
の
山
鉾
を
飾
る
見
送
り
幕
の
特
別
展
示

・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
と
小
鹿
田
焼
展

　

淡
窓
図
書
館
で
は
、
窓
口
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
祝
日
開
館
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
次
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

・
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

・
日
田
市
陸
上
競
技
場
の
第
２
種
公
認
更
新
事
業

・
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
の
誘
致

　

互
い
に
尊
重
し
あ
え
る
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「
日
田
市
人
権
施
策
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行

い
、
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
人
権
教
育
・
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　

水
と
緑
を
宝
に
す
る 

　
　
　
　
　
　
　

〜
自
然
の
宝
を
光
ら
せ
る　

ひ
た
〜

　

昨
年
、
河
川
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
施
策
を
、
国
、

県
、
市
、
九
州
電
力
株
式
会
社
が
協
力
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
大
山
川
で
は
、
年
間
水
量
を
平
均
し
て
毎
秒
１
ト
ン
増

加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
本
年
は
、
そ
の
増
加
分
を
利

用
し
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
や
定
期
的
な
流
量
変
化
の
検

証
と
最
も
効
果
が
あ
る
放
流
の
在
り
方
を
検
討

・
高
瀬
川
で
は
、
高
瀬
川
ダ
ム
上
流
の
水
を
ダ
ム
の
水
と

混
ぜ
る
こ
と
な
く
下
流
へ
放
流
す
る
分
水
路
を
整
備

　

水
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
向
け

て
、
建
設
候
補
地
の
選
定
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
運
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

「
平
成
29
年
度
市
政
執
行
の
方
針
と
予
算
案
に
つ
い

て
」
は
、
３
日
以
内
窓
口
（
市
役
所
１
階
）
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平成29年度　施政方針

教
育
・
文
化

生
活
基
盤

環
境
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安
全
で
快
適
に
暮
ら
す

　
〜
便
利
も
快
適
も
そ
ろ
え
る　

ひ
た
〜

学
ぶ
楽
し
さ
を
増
や
す

　
〜
学
ぶ
機
会
に
満
ち
る　

ひ
た
〜

水
と
緑
を
宝
に
す
る

　
〜
自
然
の
宝
を
光
ら
せ
る　

ひ
た
〜

■都市計画道路 徳瀬友田線改築事業／600万円
　自転車・歩行者の安全性を確保するため、徳瀬友田線新治工区（光岡橋～国道386号
間）の改築工事に向けた測量調査と予備設計を行う。
■日田市公共交通網形成計画策定事業／1,118万円
　効率的で利便性の高い公共交通網を構築するため、公共交通機関の利用実態を調査し、
課題の分析等を行い計画を策定する。
■公共交通対策／1億3,987万円
　市民の交通手段を確保するため、バス会社への支援をはじめ、コミュニティバスやデマ
ンドバス、乗合タクシーの運行等を行う。
■駅前広場整備事業／2億円
　完成から30年以上経過した日田の玄関口であるＪＲ日田駅前広場のリニューアル整備
を行う。

■中学生学びアップ事業／747万円
　中学生の学力向上を図るため、毎週水曜日及び第2、第4土曜日に、希望者を対象に数
学、英語の教室を開催する。
■小・中学校確かな学力育成支援事業／5,258万円
　小・中学校の児童・生徒の学力向上を図るため、漢字や英語検定の助成や市独自の学力
調査の実施、学力定着補助教材の公費負担等を行う。
■ＡＯＳＥ（アオーゼ）開館１周年記念事業／1,054万円
　複合文化施設ＡＯＳＥの開館1周年記念事業として、「バーナード・リーチと小鹿田焼
展」を開催する。
■鯛生スポーツセンター施設整備事業／3億2,302万円
　利用者の利便性及び快適性を確保することで、スポーツ等の合宿の受入れ体制の充実、
また、利用者の増加を図るため、施設の改修を行う。

■高瀬川分水路整備事業／1億6,860万円
　高瀬川の河川環境改善を図るため、高瀬川ダム上流部で取水した水をダム下流へ放流す
る分水路を整備する。
■浄化槽設置補助事業／5,890万円
　快適な生活環境の整備及び河川水質の保全を図るため、合併処理浄化槽設置者に対し設
置費の一部を補助する。
■焼却施設等更新事業／1,087万円
　老朽化した日田市清掃センターの施設更新を進めるため、建設候補地の選定を行う。
■３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）推進事業／518万円
　ごみ減量化、再利用及び再生利用について積極的に啓発を行うとともに、資源回収団体
へ奨励金を交付する。

生活
基盤

教育・
文化

環境
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■新しい公共推進事業／435万円
　安心して暮らせる地域をつくるため、地域のまちづくり活動や行政の事務の部分的な受
託などを行う住民自治組織の設立に向けた取組を進める。
■地域おこし活動推進事業・集落活動推進事業／1億79万円
　外部の視点を生かした地域の活性化や地域経済の担い手の確保を図るため、地域おこし協
力隊の受け入れ、また、地域の課題や実情を把握し、集落機能の維持等を図るため、集落
支援員を配置する。
■移住支援関連事業（定住交流促進事業ほか）／3,432万円
　移住者の増加に向け、移住相談会への参加、Ｕターン者等への移住奨励金の交付や空き
家情報の収集と発信、お試し体験の宿泊等の支援をする。
■コンビニ交付サービス事業／2,775万円
　全国のコンビニエンスストア等で各種証明書を取得できるよう、システム等を整備する。

■保育士就職応援事業／500万円
　市内の認定こども園等に就職し、正規の教育・保育従事者として、一定の要件を満たし
た者に対し就職応援金を支給する。
■病児保育事業／4,478万円
　病気の回復期に至らない子どもを、一時的に保育する病児保育室を新たに整備する法人
に対し、建設等に係る費用を助成、また、病児等に対し看護師等による保育を提供する。
■子どもインフルエンザ予防接種助成事業／1,056万円
　インフルエンザの感染予防や子育て世帯の負担軽減のため、子どものインフルエンザ予
防接種料金の一部を助成する。
■介護職員人材確保推進事業／550万円
　介護職員の人材を確保するため、介護職員初任者研修及び介護福祉士実務者研修受講者
に対し、受講費用の一部を助成する。

■農産物ブランド推進事業／556万円
　販売促進キャンペーンの開催や情報誌を活用したＰＲ、百貨店等の担当者に対する産地視
察会等を実施する。
■木づかい促進事業／4,850万円
　日田材の需要拡大のため、住宅の新築・リフォームに対して木材の支給又は家具交換ポイ
ントを付与するもの。また、多世代同居やＵ・Ｉターンの加算により、子育て支援や定住
促進との連携を図る。
■中小企業チャレンジサポート事業／500万円
　中小企業の経営革新を図るため、産学官連携による商品・技術・サービスの研究開発や製
造業を営む小規模事業者が行う商品開発等に必要な機械装置等の購入費用を助成する。
■日田祇園ユネスコ無形文化遺産登録記念事業／1,071万円
　ユネスコ無形文化遺産に登録された「日田祇園の曳山行事」を広くＰＲし、観光誘客を促
進するため、九州地域で登録された他の4行事と連携し、登録記念行事を行う。

　２・３ページでお伝えした平成29年度施政方針に基づ
き、本年度も多くの事業が実施されます。その中でも特に最
重要課題として取り組んでいく事業を抜粋して紹介します。
※赤字は新規事業。
※１万円未満の金額は、四捨五入しています。

平成29年度

主な事業
市民
協働

産業
振興

福祉

～ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた～
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用　語　説　明

▼一般会計　
　行政運営の基本的な事業を経理する会計。

▼特別会計
　特定事業に限定した収支を経理する会計。

▼地方交付税
　どこの市町村も一定水準のサービスが提供で
きるように、国から交付されるお金。

▼地方消費税交付金
　地方消費税から市へ配分されるお金。このう
ち、平成26年度からの引上げ分は社会保障施
策に充てられる。

▼市債
　市が大きな事業をするときに国や銀行等から
借りるお金。市の借金。

▼国庫（県）支出金
　市が行う事業に対して国（県）から交付され
るお金。

▼分担金及び負担金
　一定の事業で特定の利益を受ける人に負担し
てもらうお金。

▼繰入金
　基金として積み立てていたお金などを取崩し
て収入とするお金。

▼扶助費
　高齢者や児童などに対して行う様々な支援に
要する経費。

▼普通建設事業費
　学校や施設、道路の新・増設などに要する経費。

▼人件費
　職員や特別職の給与、議員の報酬など。

▼物件費
　委託料、旅費、施設の維持管理などに要する
経費。

▼公債費
　市の借入金の元金および利子の償還に要する
経費。

▼補助費等
　補助金の交付や負担金の拠出に要する経費。

―目的別グラフ―

一般会計歳出予算　ー目的別分類ー

一般会計歳出予算　ー性質別分類ー

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

水道事業 予算額

8億9,159万円
8億4,751万円
1億8,180万円
4億6,683万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

下水道事業 予算額

24億4,876万円
19億5,876万円
5億8,680万円
13億1,881万円

水道事業 下水道事業

公債費
（12.4％）
46億6,663万円総務費

（12.0％）
45億833万円

土木費（10.3％）
38億6,630万円

教育費（10.1％）
37億6,715万円

衛生費
（7.7％）
28億8,341万円

農林水産業費
（4.5％）
16億7,189万円

商工費（2.9％）
10億9,929万円

歳出合計
374億
9,278万円

消防費（2.7％）
10億1,197万円

議会費（0.7％）
2億6,238万円

災害復旧費（0.3％）
1億1,857万円

労働費（0.3％）
9,638万円

その他（諸支出金・予備費）
（0.1％）
5,366万円

民生費（36.0％）
134億8,682万円

扶助費（21.5％）
80億4,608万円

公債費
（12.4％）
46億6,663万円普通建設事業費

（12.8％）
47億9,156万円

災害復旧事業費（0.3％）
1億1,857万円

物件費（15.7％）
58億7,330万円

維持補修費
（1.0％）
3億5,590万円

補助費等
（8.0％）
29億8,622万円

歳出合計
374億
9,278万円

投資及び出資金
（0.2％）
8,484万円

貸付金（1.3％）
4億8,253万円

繰出金
（11.5％）
43億2,368万円

その他（積立金・予備費）
（0.5％）
2億512万円

人件費（14.8％）
55億5,835万円
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一般会計　　374億9,278万円
　　　　 （前年比  5.3％増）
特別会計　　201億6,332万円
　　　　 （前年比  7.9％減）
水道事業会計（公営企業）　13億1,434万円
　　　　 （前年比  0.6％増）
下水道事業会計（公営企業）  32億7,757万円
　　　　  （前年比　   皆増）

一般会計歳入予算

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
特定環境保全公共下水道事業

特別会計 予算額

農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

105億8,176万円
8億7,503万円
69億9,410万円
1億8,021万円
6億2,224万円
2,579万円
3,343万円

2億3,441万円
171万円

6億1,464万円

平成29年度

予算
　平成29年第１回市議会定例会で議決され
た平成29年度当初予算。
　その概要についてお知らせします。

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

特別会計

繰入金（5.0％）
18億9,634万円

諸収入（2.1％）
7億7,834万円

使用料及び手数料
（2.0％）
7億4,012万円

繰越金（0.8％）
3億円

その他
（分担金及び負担金・
　財産収入・寄附金）
（1.1％）
3億9,818万円

地方交付税（33.1％）
124億円

国庫支出金（13.1％）
49億3,219万円

依存財源
68.4％

自主財源
31.6％歳入合計

374億
9,278万円

市債（10.4％）
39億990万円

県支出金（7.0％）
26億775万円

地方消費税交付金（3.4％）
12億7,000万円

地方譲与税（1.0％）
3億6,900万円

その他（0.4％）
1億5,700万円

市税（20.6％）
77億3,396万円
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平成29年度　予算
下水道事業

【主な変更点】
■「政策企画課」を「地方創生推進課」に変更
　「政策企画課」を「地方創生推進課」に改め、下記
の係を設置します。
　・創生企画係　総合計画、政策・企画に関することなど
　・創生推進係　地方創生の推進に関することなど
　・シティセールス係　情報発信、広報発行、
　　　　　　　　　　　ふるさと納税など
問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

●市役所の組織が変わります

予算決算・経理に関する業務
上下水道料金に関する業務、上下水道の使用開始・中止
等に関する業務
水道新規加入金に関する業務、公共下水道受益者負担金
に関する業務
水道工事に関する業務、給水設備の検査等に関する業務
下水道工事に関する業務、雨水路に関する業務、排水設
備の検査等に関する業務
水道施設の運転及び維持管理に関する業務
終末処理施設の運転及び維持管理に関する業務

経営管理課

施設工務課

窓口係

経営係

庶務係

水道係

下水道係

浄水係
施設係

☎㉒８２２０

☎㉒８１０１

☎㉒８２１９

☎㉒８２３７

☎㉒８１０２

☎㉒１２７０
☎㉔３３５０

担当課 担当係 主な業務内容 電話番号

※上下水道料金の支払い方法及び支払い場所に変更はありません。
問上下水道局経営管理課経営係☎㉒８１０１（市役所５階）

平成28年度当初予算

予　

算　

制　

度

官公庁会計（単式簿記）

歳入
使用料、一般会計繰
入金、国庫補助金、
市債など
19億1,748万円

歳出
人件費、管理費、建
設費、公債費など

19億1,748万円

年度内の現金収支が分かる

■「墓地等に関する業務」を環境課に移管
　「墓地等に関する業務」を市民課から環境課企画
推進係に移管します。
問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

■上下水道局の設置
　「水道課」と「下水道課」を統合し、「上下水道局」を設置します。
　上下水道局各担当課の取扱業務内容は以下のとおりです。

平成29年度当初予算

公営企業会計（複式簿記）

収益的収入
使用料、他会計負担金
など
24億4,876万円

収益的支出
人件費、管理費、減価
償却費など
19億5,876万円

損益取引と資本取引を区分できる

主として、下水処理の提供に伴って発生する収入及び支出

5億8,680万円 13億1,881万円

資本的収入
企業債、国庫補助金、
他会計出資金など

資本的支出
管きょ・処理場整備
費、企業債償還金など

主として、下水処理施設の建設改良費及び企業債（借金）
に関する収入及び支出

　公共下水道事業は経営管理の向上を目的に、平成29年４月から地方公営企業法を全部適用した下水道事業（公営企
業）会計となり、会計処理は単式簿記（現金主義会計）から、複式簿記（発生主義会計）に変更されます。
　また、今後は損益計算書や貸借対照表などを作成することによって、経営状況や資産等を正確に把握できるようにな
ります。
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４月４日㈫

４月５日㈬

４月６日㈭

４月11日㈫

４月12日㈬

４月13日㈭

狂犬病予防注射

　犬の飼い主は「狂犬病予防法」
で、生涯１回の「犬の登録」と年１
回の「狂犬病予防注射」が義務付け
られています。
　登録済みの犬の飼い主には、事前
にはがきを送付していますので、予
防注射の際に必ず持参してくださ
い。記載内容に変更等がある場合は
訂正の上、持参してください。
※犬の登録をまだしていない人は、各会
場及び各動物病院で登録できます。
■対象の犬　生後91日以上の犬
■注射料　３,０７０円
※お釣りのいらないようご協力ください。
※登録していない犬は、登録料3,000円
が別途必要です。
※注射事故を防ぐため、犬を制止できる人
が連れてきてください。また、会場に
は、犬が多く集まります。犬同士を近づ
けないようにしてください。
※体調が悪い犬や妊娠の可能性がある犬
は、動物病院に相談の上、個別注射を
受けることをお勧めします。
※犬のふんは、必ず持ち帰ってください。
※個別注射は下記の動物病院で実施しま
す。希望する場合は、事前に各動物病
院に電話で予約をしてください。
・末松どうぶつ病院（中城町）
　☎㉓８０９０
・いのうえ動物病院（清岸寺町）
　☎㉒４３２２
・動物整形外科病院
　（樋口動物病院）（元町）
　☎㉒２４７６
・いいだ動物病院（田島３丁目）
　☎㉔６０１４
・中島家畜診療所（有田町）
　☎㉒１６４６
・池田獣医科（朝日町）
　☎㉒１６８０

※飼い犬が死亡したときや登録内容に変
更があった場合は、環境課企画推進係
又は各振興局に連絡してください。

問環境課企画推進係
　☎㉒８３５７（市役所２階）

時間 会場
４月18日㈫

４月19日㈬

４月20日㈭

５月11日㈭

５月16日㈫

５月17日㈬

５月18日㈭

時間 会場

天
瀬
地
区

大
山
地
区

上
津
江
地
区

中
津
江
地
区

前
津
江
地
区

東有田振興センター
羽田町須ノ原土地改良区事務所
岩下公民館
求来里の郷
古金町公民館
小ヶ瀬町公民館
三芳公民館

高瀬公民館
松金集会所
上野町公民館
北友田３丁目地区集会所
長渕公民館
徳瀬公民館

光岡公民館
十二町公民館
若宮町公民館（竹田公園入口）
東町公民館
朝日公民館
山田町公民館
君迫町公民館
二串町公民館

五和公民館
原公民館（内河町）
旧緑町公民館跡
関集落センター
夜明振興センター
今山公民館

財津製作所
伏木町集会所
三河町公民館
小野谷作業所
小野地区老人憩の家
山渡瀬橋河川敷
西有田公民館
三池町公民館

大鶴振興センター
鶴城町林業センター
源栄町（権藤知敏氏宅前）
貞清公民館
三花地区コミュニティ消防センター前
藤山町公民館

9:30～ 9:50
10:00～10:10
10:20～10:30
13:30～13:40
13:45～13:55
14:05～14:15
14:25～14:35

9:30～ 9:55
10:05～10:15
10:30～10:35
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:20

9:30～ 9:40
9:50～10:00
10:10～10:25
10:30～10:40
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:20
14:30～14:40

9:30～ 9:55
10:05～10:20
10:30～10:40
13:30～13:45
14:00～14:20
14:30～14:50

9:30～ 9:45
9:55～10:05
10:20～10:30
10:40～10:50
10:55～11:00
13:30～13:40
13:45～14:00
14:10～14:20

9:30～ 9:50
10:05～10:15
10:35～10:45
13:30～13:40
13:45～13:55
14:00～14:10

五馬本村生活改善センター前
塚田区旧会館前
近原公民館
天瀬公民館五馬分館
出口区会館
久木野公民館

旧丸山小学校プール跡地
台上下公民館
苗代部公民館
榎釣（高倉重昭氏宅前）
高倉公民館
天瀬公民館東渓分館
高塚（第２駐車場）

杉河内公民館
本城３公民館
本城公民館
赤岩旧消防車庫横
天瀬公民館
湯山西公民館

松原公民館
小五馬公民館
野瀬部集会施設
大山振興局
都築コミュニティーセンター
綿打集会場
北部コミュニティーセンター

フィッシングパーク
都留センター
川原自治会センター
広川正専寺前
上津江振興局
雉谷消防詰所前
畑中公民館前
上野田消防詰所前

野田生活改善センター
栃原（交流センター横）
黒谷集落センター
山本（宿泊交流体験館下）
鯛生金山駐車場
中津江振興局

原地区公民館前
出野交流センター前
田代生活改善センター
柚木本村コミュニティーセンター
下方公民館前
前津江振興局
座目木公民館前
浦方公民館前
虫秋公民館前
堂尾公民館前
桑木公民館前
林公民館前

9:30～ 9:45
10:00～10:15
10:20～10:30
10:40～11:00
14:00～14:15
14:20～14:35

9:30～ 9:45
9:55～10:10
10:20～10:30
10:40～10:50
11:00～11:15
14:00～14:20
14:30～14:40

9:40～ 9:45
9:55～10:05
10:20～10:35
10:40～10:50
10:55～11:10
11:15～11:25

9:30～ 9:45
9:55～10:10
10:20～10:50
11:00～11:30
14:00～14:30
14:40～15:00
15:10～15:20

9:40～10:00
10:10～10:30
10:40～11:00
11:10～11:30
11:40～12:00
14:10～14:30
14:40～14:50
15:00～15:20

10:00～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
14:00～14:20
14:30～14:40
15:00～15:10

9:30～ 9:40
9:50～10:00
10:10～10:20
11:20～11:30
14:00～14:10
14:20～14:30
14:35～14:45
14:50～15:00
15:10～15:20
15:25～15:35
15:45～15:55
16:05～16:15
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予防接種のご案内
　市では、お子さんの健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように、個別接種を行っています。
　予防接種は、11ページの医療機関で実施しています。事前に予約し、お子さんの体調が良いときに受けてください。

乳幼児の予防接種
　出生や転入の届出があった翌月に
次の２つを郵送します。
●冊子
　「予防接種と子どもの健康」
※冊子をよく読み、予防接種の必要性や副
反応を正しく理解して受けましょう。

●乳幼児期に受ける予防接種の予診票
（医療機関にも備え付けています）
※予診票は、子供の健康状態を把握する
ための大切な書類です。保護者が責任
を持って記入してください。

※医療機関を受診する際は、必ず「母子
健康手帳」を持参しましょう。

小学生の予防接種
　予診票は、各学校を通じて送付し
ますので、保護者が必要事項を記入
してください。
●日本脳炎
　　平成７年４月２日から平成19年
４月１日生まれの人のうち、平成
17年から平成21年までの間、積
極的な呼び掛けを差し控えたこと
によって予防接種が終わっていな
い人は、７歳以上20歳未満の間で
無料で接種できます。

子宮頸がん予防接種
　ワクチン接種後に、長期的な痛み
やしびれの副反応が報告されたこと
を受け、厚生労働省は平成25年６月
から、積極的な呼び掛けを差し控え
ています。

県外で接種する人へ
　個別の手続が必要です。接種費用
は、一旦、自己負担していただきま
すが、接種後に還付する制度があり
ます。予防接種を受ける前に、健康
保険課（ウェルピア内）にお問い合
わせください。

　それぞれの予防接種の望ましい接種時期の例を示しています。実際に接種するときは、かかりつけ医と相談しましょう。
※　　　は標準的な接種期間、■は定期接種の対象年齢で、無料で接種できる期間を示しています。①～④は、ワクチンの
種類ごとの接種回数を示しています。

ワクチン

四種混合
（ジフテリア・破傷風・
百日ぜき・不活化ポリオ）

麻しん風しん混合
（１期、２期）

日本脳炎
（１期、２期）

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

小児用肺炎球菌

水痘（水ぼうそう）

子宮頸がん予防

Ｂ型肝炎

おたふくかぜ

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

７
か
月

８
か
月

９
か
月

10
か
月

11
か
月

12
か
月

15
か
月

18
か
月

19
か
月
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳
10
歳
11
歳
12
歳

①
▼

①
▼
②
▼

①
▼
②
▼
③
▼

①
▼
②
▼

①
▼

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

④
▼

②
▼

④
▼

④
▼

④
▼

１期初回

１期追加

１期追加

13～15歳の間に３回

２期

①
▼２期

２期
③
▼定

期
接
種

任
意

①
▼

①
▼

②
▼

問健康保険課健康医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

③
▼

１期初回

１期

③
▼

③
▼

予防接種のスケジュールの例
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平成29年度予防接種実施医療機関
①四種混合
②不活化ポリオ
③二種混合
④麻しん風しん混合（１期・２期）
⑤日本脳炎１期
⑥日本脳炎２期

⑦ＢＣＧ（結核）
⑧ヒブ、小児用肺炎球菌
⑨子宮頸がん予防
⑩水痘（水ぼうそう）
⑪Ｂ型肝炎
⑫おたふくかぜ（任意）

医療機関 住所 電話番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

秋吉病院 豆田町 23-0808 ● ●

石井産婦人科 豆田町 23-4153 ●

井上内科 田島本町 22-4700 ● ● ●

● ●

大分県済生会日田病院 清水町 24-1100 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大河原病院 隈２丁目 22-3131 ● 月～金 要予約

月～金

土

月～土

桂林病院 城町１丁目 22-1231 ● ●

こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● 水 午後・要予約

月～金

土

齊藤医院 大肥本町 28-2220 ● ● 月・水・金 要予約

月～金

土

聖陵岩里病院 銭渕町 22-1600 ● ● ● 月～金

新関内科医院 田島２丁目 24-3355 ●

原病院 三本松２丁目 22-7151 ● 要予約

日田市立上津江診療所 上津江町川原 54-3001 ● ● ● ● ● ● ● ●

日田市立東渓診療所 天瀬町合田 57-2500 ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● 要予約

月～土

月～金

福田医院 清岸寺町 22-1648 ● ●

● ●

●

月～金

土

堀田クリニック 新治町 22-2662 ●

松浦クリニック 中央１丁目 24-4155 ● ●

宮原レディースクリニック 玉川町 24-3584 ● ●

みよしクリニック 三芳小渕町 24-1515 ●

若宮町 23-8386

福田内科クリニック 大宮町 25-5188

麻生小児科医院 淡窓２丁目 24-2323

日野内科 天神町 23-6009

奥平医院 中津江村栃野 54-3021

下飛田小児科

五反田病院

中央１丁目 24-1148

２期
のみ

土

要予約

要予約

要予約

要予約

実施日時

隈診療所 隈１丁目 22-0033
第１土曜休診

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

月～金
9:00～12:00

14:00～17:30

9:00～12:00

13:30～14:30

8:30～17:00

8:30～15:00

9:00～11:00

8:30～17:30

8:30～12:30

14:30～16:00

14:00～14:40

14:00～16:00

14:30～17:00

15:30～16:30

8:30～12:30

14:00～18:00

8:45～17:30

8:45～12:00
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　平成29年度の国民健康保険税の仮算定（４～６月分）
の納税通知書と納付書を、４月中旬に送付しますので、
各納期限までに納付してください。

▼仮算定の対象になる世帯
　３月31日以前から国民健康保険に加入している世帯

▼仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯

※４～６月（１～３期）までは、前年の所得や税率が確定して
いないため、前年度の国民健康保険税額を基に「仮算定」と
して１期当たり前年度の１か月分に相当する額を納付してい
ただきます。

※仮算定では、前年度の一時所得・譲渡所得は課税所得に含み
ません。

※仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った場合は、
差額分をお返しします。

●国民健康保険税（仮算定）の納税通知書を送付します

月額は平成28年度年税額の
12分の１相当額
※100円未満は切捨て。

平成29年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した税額（４～６月分）を差し引いて
各期に分割した額
※各納期に生じた100円未満の端数は、その端数の合計を本算定後の最初の納期の税額に合算します。

４月 ５月

仮算定 本算定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

丸腕グランプリ（水上丸太引き）

▼とき
　５月21日㈰　午前10時～午後３時
　（午前９時30分から受付）

▼ところ　　
　三隈川河畔（銭渕橋下）

▼参加資格
　３人以内１組で申込み　
・高校生の部　
　15歳以上の人
　（当日は学生証を持参してください）
・一般の部
　高校生以上の人

▼申込方法　
　代表者氏名、住所、連絡先を電話又はファックスで
申込み

▼申込期限　
　５月９日㈫

●ハンギリ！丸腕！参加者大募集！！

問日田まつり振興会事務局（観光課観光振興係）
　☎㉒８２１０　　㉒８３２８

日田川開き観光祭　70回だよ！全員集合！！

ハンギリ源平合戦（桶を使った水上競技）

▼とき
　５月20日㈯　午後１時～３時
　（正午から受付）

▼ところ
　三隈川河畔（京町児童公園前）

▼参加資格
　３人１組で高校生以上の人

▼申込方法　
　代表者氏名、住所、連絡先を電話又はファックスで
申込み

▼申込期限
　５月９日㈫

122017. 4. 1　広報ひた

▼登録後の講座について
　バンクに登録する人は、「パワーチャージ講座」の受
講が必須です。（受講料：無料）

※全７回の連続講座です。
※開催場所…市民活動室ポポロ等（パトリア日田２階）
※内容等は一部変更になる場合があります。
※託児所の設置は予定していません。
※この事業は、市民サービス事業の一つとして、市とＮＰＯキ
ラ☆キアラヒタが協働で実施しています。

●スポーツ施設等の使用受付を開始

▼対象施設
　①総合体育館　
　②中城体育館
　③大原公園テニスコート
　④球場・グラウンド
　⑤公園緑地施設

▼申込先
　①～④
　日田市市民サービス公社
　☎㉔６７５０（総合体育館内）
　⑤日田市市民サービス公社
　☎㉔４０８１（総合体育館内）
※窓口は午前８時30分、電話は午前９時から受け付けます。
※日田市市民サービス公社ホームページ
　（http://www.hita-ssk.com）から各施設の予約状況が確
認できます。詳細はホームページをご覧ください。

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）
　日田市市民サービス公社☎㉔６７５０

５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

平成30年１月
平成30年２月
平成30年３月

４月３日㈪
５月１日㈪
６月１日㈭
７月３日㈪
８月１日㈫
９月１日㈮
10月２日㈪
11月１日㈬
12月１日㈮
１月４日㈭
２月１日㈭

申込開始日利用月

　「自分の力を社会に役立てたい」「自分のスキルを人
のために使ってみたい」と思う女性たちのために、ひた
女性人材育成バンク“ゆいと”があります。
　“ゆいと”に登録して、あなたのパワーを地域や日田市の
ために生かしてみませんか？

▼対象　市内在住等の16歳以上65歳までの女性
※過去に「キアラ講座」を受講した人も登録できます。

▼登録料　無料

▼申込方法　①住所②氏名③年齢④電話番号（昼間に連
絡が取れる番号）を明記し、電話、ファックス、メー
ル、直接持参のいずれかの方法で申込み

▼登録後の活動
　女性の活躍を応援する街頭活動をはじめ、自身や一緒
に活動するメンバーのスキルを地域のためにどう生か
せるか話し合って決めていきます。

●ひた女性人材育成バンク“ゆいと”登録者募集

“ゆいと”とは…
　日本語の「結い」と発音が似ている、フランス語の「ｈｕｉｔ」
＝「８」。８を横にすると「∞（無限大）」となる。日田市の女性が
無限の可能性を発揮し、結びつきの場となるよう名付けました。

第１回・５月　素敵な思いを外に出そう！
第２回・６月　日田を飛び出て「元気」探し
第３回・７月　暮らしの中で創る・感じる
第４回・８月　“私の声”の届け方
第５回・10月　市民公開講演会
第６回・11月　「ひとりじゃないよ」を広げるために
第７回・12月　「ゆく年、くる年」～今年の振り返り～

問まちづくり推進課
　市民協働・男女共同参画推進係（市役所６階）
　☎㉒７５１５　　㉒８３２４
　　machidukuri@city.hita.oita.jp 

市などの取組を
決める話合いに
参加してみたい

自分の特技や
経験を生かして
活動してみたい

地域や市の
取組に

貢献してみたい

高校生も

オトナ女子も

明日はもっと
楽しい！

女性を応援
する活動に
取り組みたい

ユイット
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▼対象者　次の要件を全て満たす人
①接種日時点で20歳以上50歳未満の人で、日田市に住
民登録している人
②接種前に風しん抗体価検査を受けた人
③平成29年４月１日～平成30年３月31日に接種した人

▼助成回数　１人につき１回のみ

▼助成金額　
①麻しん風しん混合ワクチンを接種　5,000円まで
②風しん単独ワクチンを接種　3,000円まで
※実際に支払った額と①又は②を比較し、低い金額を助成金額
とします。
※申請書、抗体価検査の結果表の写し、領収書の写しを下記に
提出してください。

▼申請期限　
　平成30年３月31日㈯（平成29年度接種分）

●成人の風しんワクチン接種を助成します

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

定期予防接種の対象になるのは生涯で１回だけで
す。この機会を逃すと、今後、定期予防接種として
受けることができません。なお、予防接種を受ける
かどうかの判断は、個人で行ってください。

県外医療機関で受ける場合は、個別の手続きが必要
になりますので、必ず事前に、健康保険課にお問い
合わせください。

　平成26年10月から高齢者肺炎球菌ワクチンが定期予防接種
になりました。対象者はかかりつけ医と相談し、必ず予約し
てから接種してください。実施医療機関は健康保険課又は各
医療機関にお問い合わせください。

▼対象者（日田市に住民登録をしている人）
①次の生年月日の人（４月中に個別に通知します）
　昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生まれの人（65歳）
　昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生まれの人（70歳）
　昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生まれの人（75歳）
　昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生まれの人（80歳）
　昭和７年４月２日～昭和８年４月１日生まれの人（85歳）
　昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生まれの人（90歳）
　大正11年４月２日～大正12年４月１日生まれの人（95歳）
　大正６年４月２日～大正７年４月１日生まれの人 （100歳）
②60～65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不
全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、身体障害者障
害程度等級表１級相当の人

※今までにこの予防接種を受けたことがある人は、助成の対象外です。

▼接種期間　４月１日㈯～平成30年３月31日㈯

▼個人負担金　2,340円（予診のみ910円）
※対象者で生活保護を受けている人又は直近の市民税が非課
税の人は無料です。証明書が必要ですので、生活保護を受
けている人は社会福祉課、市民税非課税世帯の人は税務課
で証明書を取得し、医療機関に提出してください。

▼持参するもの　個別に通知した予診票、保険証（住
所・氏名・生年月日などを確認できるもの）、身体
障害者手帳など（必要な人のみ）

※平成30年3月31日㈯については市役所日直に提出してください。

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）
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問廃棄物処理施設建設準備室☎㉒８３５７（市役所２階）

　日田市清掃センターは、平成２年の稼働開始から27年が
経過しているため、新しい清掃センターの建設に向けた取
組を進めています。
　ごみ処理施設は、市民生活や環境保全上なくてはならな
い施設です。建設候補地選定には、市民の皆様のご理解と
ご協力が大変重要であると考えています。
　そこで、公募によって広く市民の皆様からごみ処理施設
の建設候補地を募集します。

●新しい日田市清掃センター（ごみ処理施設）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設候補地を募集します

【施設整備の考え方】
①安全で、みんなが安心して生活できる公害のない施設
②最新技術で焼却熱エネルギーを有効活用できる施設
③災害に強く、災害時の廃棄物処理体制を整えた防災拠点となる施設
④施設を建設する自治会に対しては「周辺地域への配慮」を基調とした協議を行い、公共性の高い環境
整備事業を行います　　

▼応募期間
　４月３日㈪～６月30日㈮　
　（土・日曜日、祝日を除く）

▼必要書類
①応募申請書
②候補地位置図
③全体図
④同意書（土地所有者）
⑤自治会総会等の議事録

▼応募条件
　建設用地にふさわしい場所として、次の条件に適合し
ていること
①おおむね２ヘクタール（６千坪）以上の平地面積が確
保されること
②地元自治会の同意があること
③候補地が私有地の場合、地権者全員の同意があるこ
と、又はその見込みがあること

※候補地の一部、又は全部が公有地でも応募できます。
▼応募方法

　応募は必ず候補地の自治会長を代表者としてくださ
い。なお、候補地が複数の自治会にまたがる場合は連
名による応募となります。

▼説明会など
　候補地応募の検討にあたり説明会などの希望がある場
合は、下記までお気軽にお問い合わせください。

≪注意事項≫
　応募いただいた建設候補地が、建設地に決定されない
場合もあります。

※建設候補地選定委員会において、公募による候補地と選定委
員会で絞り込んだ候補地の中から総合的な評価等に基づき、
建設予定地を選定します。
※応募申請書等詳細は下記にお問い合わせください。

▲現在の日田市清掃センター
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まちづくり活動推進事業補助金

▼対象団体
①一般枠
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり等に関
わる団体
②若者チャレンジ枠
・市内に在住又は通勤、通学する16歳から29歳までの若
者が主体的に活動する団体で、３人以上で構成される
団体

※構成員に20歳以上の人が１人以上必要です。

▼申込方法
　４月から12月までに平成29年度分をまちづくり推進課
に申込み（予算に限りがあります）

※申請を希望する団体は、詳しい内容や提出書類について説明を
しますので、事業実施の最低１か月前までに下記までご相談く
ださい。
※申請書類は市ホームページからダウンロードできます。

▼補助率
①一般枠　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
②若者チャレンジ枠
　補助対象経費の10割以内（上限25万円）

▼対象事業　
　平成29年度に実施するもので地域活性化に資する次の
事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業　　　　　　　　
・人材の育成を目指した事業
・その他地域振興に資する事業
・上記事業を行うための視察研修事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業を除きます。
※学校行事・部活動は除きます。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所６階）

●まちづくり活動や地域の活動に活用ください
「若者チャレンジ枠」
　　　　　　　誕生！

皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー

都市計画の変更（案）について
　用途地域及び都市施設（道路・公園）の変更案を公開していますので、ご意見をお寄せください。

■閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター、各地区公民館（各
振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター
■募集期限　４月30日㈰
問〒８７７‐８６０１（住所記載不要）　都市整備課都市計画係（市役所５階）　☎㉒８２１７　　㉒８２４７

周辺地域活性化対策事業補助金

▼対象団体
　振興局管内及び振興センター管内に居住する住民等で
組織する団体

▼補助率（いずれも上限50万円）
　・限られた地域を対象とした事業…６割以内
　・地域全体の振興に寄与する事業…８割以内

▼対象事業　
　平成29年度に実施するもので、地域活性化に資する事業
※市の他の補助対象となる事業を除きます。

▼申込方法
　５月31日㈬までに平成29年度分を各振興局・振興セン
ターに申込み

※６月以降は先着順。
※申請を希望する団体は、詳しい内容や提出書類について説明
をしますので、各振興局・振興センターまで、事前にご相談
ください。

問まちづくり推進課まちづくり・公共交通係
　☎㉒８３５６（市役所６階）
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　日田市議会では、平成24年度から議会報告・意見交換会を開催しています。
　特に今回は、議員が地元の皆さんと、それぞれの地域課題等について意見交換を
行うことを重点とし、開催を地区単位から自治会単位に改めることとしました。
　開催希望があった下記自治会に市議会が出向きますので、積極的な参加をお待ち
しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●議会報告・意見交換会を開催

問議会事務局☎㉒８２１４（市役所３階）

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

高瀬地区（全自治会）　　
前津江地区（全自治会）　
丸山一丁目、丸山二丁目
亀川町、日ノ隈町
中釣町、中ノ島町

五和地区（全自治会）
刃連町
小野地区（全自治会）

大山地区（全自治会）
※おおやま南部を除く。

城町二丁目
上城内町

高瀬公民館
前津江公民館
丸山町公民館

五和公民館
刃連町公民館
小野振興センター

城町二丁目公民館
上城内町公民館

４月17日㈪
午後７時

４月18日㈫
午後７時

４月19日㈬
午後７時
４月20日㈭
午後７時30分

４月21日㈮
午後７時

４月24日㈪
午後７時

４月25日㈫
午後７時
４月25日㈫
午後７時30分
４月26日㈬
午後７時
４月27日㈭
午後７時
５月１日㈪
午後７時
５月２日㈫
午後７時

日隈公民館

東有田公民館東有田地区（全自治会）

三芳小渕町公民館三芳小渕町

朝日地区（全自治会）

大鶴地区（全自治会）

上津江地区（全自治会）

城町一丁目

中津江地区（全自治会）

中城町

大山公民館

大鶴公民館

朝日公民館

上津江振興局

城町一丁目公民館

中津江振興局

中城町公民館

自治会名 会場開催日時 自治会名 会場開催日時

▼とき　
　５月28日㈰　
　午前８時スタート（午前７時20分集合）

▼ところ　
　日田市陸上競技場

▼距離
　42.195㎞・21.097㎞

▼参加資格
　小学生以上の健康な人
※小学生は21.097㎞のみで、必ず成人の同伴者の参加が必
要です。

▼参加料（保険料含む）
　高校生以上　2,500円
　小・中学生　1,500円
※申込書は、３日以内窓口、各振興局、陸上競技場、総合体
育館に備え付けています。（印鑑及び誓約事項の同意が必
要です）
※大会当日の申し込みはできません。

▼申込期限　５月10日㈬

●第23回ひた４２１９５チャレンジウォーク大会出場者募集

【大会運営に参加してみませんか】
　大会当日のボランティアを募集しています。希望す
る人は、下記にお問い合わせください。

今年は
日田祇園山鉾会館を

通るよ！

５/28
開催
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１
３
１

　

市
民
課
生
活
安
全
係

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

確
認
し
ま
し
ょ
う

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

　

毎
年
１
回
、
誕
生
月
に
国
民
年
金
及
び

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
に
対
し

て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
年
に
一
度
、
ご
自

身
の
年
金
加
入
記
録
を
確
認
し
、
年
金
制

度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　

☎
㉒
６
１
７
４

　

健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　

☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き　

　

４
月
８
日
㈯
（
要
予
約
）

　

正
午
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

五
和
公
民
館

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
ラ
ン
チ
代
含
む
）

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　

☎
㉖
３
５
０
１

　

長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　
　

地
域
助
成
事
業

　

福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
助
成
金
の
公
募
を
行
い

ま
す
。

■
助
成
対
象

　

平
成
30
年
度
の
活
動
に
要
す
る
物
品
な

ど
直
接
的
経
費

■
助
成
金
額　

　

申
請
１
件
あ
た
り
20
万
円
を
上
限

■
申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
提
出

※
要
綱
・
申
請
書
は
事
務
局
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
31
日
㈬

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局
（
日
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
）
☎
㉔
７
０
２
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修参

加
者
募
集

　

資
格
取
得
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
研

修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

　

４
月
28
日
㈮
〜
７
月
27
日
㈭
の
間

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
週
３
日
程
度
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

　

日
田
地
域
福
祉
事
業
所　

虹
の
家

■
受
講
料　

　

７
万
５
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
他
）

■
募
集
数　

20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　

☎
㉕
５
０
１
１

　

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

春
の
自
然
観
察
会

■
と
き　

４
月
23
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
午
前
８
時
15
分
ま
で
に
市
役
所
北
側
駐
車
場

集
合
。

■
と
こ
ろ　

別
府
市
猪
の
瀬
戸
湿
原

■
準
備
物　

弁
当
、
水
筒
、
メ
モ
等

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
数　

約
40
人

※
左
記
に
４
月
５
日
㈬
か
ら
電
話
で
申
込
み
開

始
。
（
先
着
順
）

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

咸
宜
大
学
受
講
生
募
集

　

咸
宜
大
学
と
は
、
「
日
々
是
好
日
」
の

精
神
で
日
常
生
活
を
清
く
正
し
く
過
ご
す

た
め
、
昭
和
37
年
に
開
設
さ
れ
た
生
涯
学

習
の
場
で
、
月
1
回
の
全
体
講
座
（
生
き

が
い
・
健
康
・
郷
土
・
音
楽
等
）
や
年
1

回
の
バ
ス
研
修
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
（
俳
句
・
俳
画
・

短
歌
・
健
康
・
合
唱
・
歌
謡
・
パ
ソ
コ

ン
・
謡
曲
）
を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
（
別
途
会
費
が
必
要
）

■
受
講
資
格　

60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間　

５
月
〜
平
成
30
年
３
月

■
募
集
数　

２
５
０
人
程
度

■
受
講
料　

年
間
２
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
２
日
㈫

※
左
記
に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

健
康
・
福
祉

募
集
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清
掃
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
設
日

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日

に
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
開
設
日　

　

４
月
16
日
、
５
月
21
日
、
６
月
18
日
、

　

７
月
16
日
、
８
月
６
日
、
９
月
17
日
、

　

10
月
15
日
、
11
月
19
日
、
12
月
24
日
、

　

平
成
30
年
１
月
21
日
、
２
月
18
日
、

　

３
月
25
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
1
時
ま
で
は
昼
休
み
。

※
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
沿
っ

て
分
別
・
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
８
月
、
12
月
、
平
成
30
年
３
月
の
開
設
日
は

第
３
日
曜
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉓
０
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
窓
口
開
設

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

　

４
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

　

市
役
所
１
階　

市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

仕
事
探
し
を
様
々
な
方
法
で
支
援
し
て

い
ま
す
。

■
支
援
メ
ニ
ュ
ー　

　

職
業
相
談
・
求
人
検
索
・
求
人
条
件
問

い
合
わ
せ
・
会
社
情
報
・
応
募
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
就
職
活
動
に
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
る
人
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
不
採
用

時
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
履
歴
書
な
ど
の
書

き
方
・
自
己
Ｐ
Ｒ
・
面
接
練
習
・
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
職
業
訓
練
な
ど

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
☎
㉒
８
６
０
９

　

商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　

☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

下
水
道
を
使
う
と
き
は
注
意
を

・
水
洗
ト
イ
レ
の
紙
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
・
て
ん
ぷ
ら
油
・
サ

ラ
ダ
油
な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
宅
内
の
下
水
ま
す
を
開
け
て
、
ご
み
や

雨
水
等
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
詰

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

　

ま
た
、
阻
集
器
（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
）
を
設
置
し
て
い
る
飲
食
店
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
阻
集
器
の
点
検
清

掃
を
怠
る
と
、
排
水
管
の
目
詰
ま
り
・
悪

臭
の
原
因
に
な
り
、
本
来
の
機
能
が
発
揮

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
点

検
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　

☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

■
地
下
水
使
用
の
変
更
届

　

地
下
水
を
利
用
し
て
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
は
、
家
族
の
使
用
人
数
（
住

民
票
の
人
数
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）
か

ら
使
用
料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
人
数
の
変
更
や
地
下
水
の
使
用
を
や
め

た
場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
経
営
管
理
課
窓
口
係

　

☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

30
・
10
運
動
を
推
進
し
ま
す

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
全
国
で
年
間
約

６
３
２
万
ト
ン
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
は
国
民
１
人
１
日
あ
た

り
、
約
お
茶
わ
ん
１
杯
分
の
ご
飯
の
量
に

相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
う
ち
、
約
６
割
が
お
客
さ
ん
の
食
べ
残

し
た
料
理
で
、
こ
の
宴
会
等
か
ら
出
る
食

べ
残
し
を
削
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が

30
・
10
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動

で
す
。

①
乾
杯
後
（
開
始
後
）
、
30
分
間
は
席
を

立
た
ず
に
し
っ
か
り
食
べ
る
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

②
宴
会
半
ば
は
、
み
ん
な
で
「
ワ
イ
ワ

イ
」
楽
し
く
飲
ん
で
食
べ
て
親
睦
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

③
お
開
き
前
の
10
分
間
は
、
席
に
戻
っ
て

食
べ
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

★
幹
事
さ
ん
に
お
願
い
★

・
宴
会
等
が
始
ま
る
前
に
30
・
10
運
動
協

力
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
料
理
は
、
食
べ
き
れ
る
量
で
注
文
し
ま

し
ょ
う
。

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言
う
気
持
ち
を

持
っ
て
、
お
い
し
く
楽
し
く
残
さ
ず
食
べ

ま
し
ょ
う
！ 

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

河
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　　

大
雨
が
降
る
と
、
川
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
ご
み
が
流
れ
て

き
ま
す
。
こ
の
ご
み
が
筑
後
大
堰
に
た
ま

り
、
船
や
魚
の
道
を
塞
い
だ
り
、
水
門
の
開

閉
操
作
に
支
障
を
来
た
し
ま
す
。
川
や
河
川

敷
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
筑
後
川
局

筑
後
大
堰
管
理
室

　

☎
０
９
４
２
‐
２
６
‐
４
５
５
１

お
知
ら
せ
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問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
高
瀬
）

　

☎
０
９
０
‐
８
２
２
５
‐
１
２
２
７

た
け
の
こ
掘
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
小
雨
決
行
）　

　

４
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

月
出
山
多
目
的
交
流
館

※
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

※
参
加
費
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
数　

50
人
（
先
着
順
）

※
住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
（
大
人
、
子
供
そ

れ
ぞ
れ
の
人
数
）
を
記
入
の
上
、
左
記
に
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

４
月
17
日
㈪

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　

☎
０
8
０
‐
6
2
5
2
‐
4
4
5
1

　
　

㉔
８
１
３
３

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　

環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象　

旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容　

　

軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用

　

申
込
者
が
材
料
・
工
費
の
実
費
程
度
を

負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

４
月
28
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

は
打
合
せ
の
上
、
４
月
か
ら
５
月
の
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　

☎
㉔
９
２
８
８

ひ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　

５
㎞
・
10
㎞
の
コ
ー
ス
を
問
題
を
解
き

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ　

　

４
月
30
日
㈰

　

午
前
８
時
〜
８
時
30
分
（
受
付
）

　

咸
宜
公
民
館
（
集
合
）

□
参
加
費　

幼
児
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
５
０
０
円

※
幼
児
・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

※
少
雨
決
行
。
昼
食
・
参
加
賞
あ
り
。

※
雨
天
時
は
咸
宜
小
学
校
体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー

ツ
等
を
楽
し
み
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

介
護
労
働
講
習
受
講
者
募
集

　

介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
を
対
象
に
講
習
を
行
い

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

　

６
月
１
日
㈭
〜
11
月
10
日
㈮　

　

大
分
市
内
の
会
場

□
受
講
料　

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

□
募
集
期
間　

　

４
月
３
日
㈪
〜
５
月
22
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
大
分

支
部
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
１
４
８
１

４
月
の
夜
間
当
番
医
変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
の
夜
間
当
番
医
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
４
月
４
日
㈫　

岩
尾
病
院
（
淡
窓
２
丁

目
）
☎
㉒
６
１
６
１

・
４
月
６
日
㈭　

佐
藤
内
科
医
院
（
田
島

１
丁
目
）
☎
㉒
１
１
７
０

問
健
康
保
険
課
健
康
医
療
係

　

☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

広がれ「イクボス宣言」

＜イクボス＞
　社員や部下の育児・介護に理解を示しつつ、
自分自身も仕事に励み、かつ私生活を楽しむ
経営者や上司。（性別不問）

　男性の「育児参画」を表す一定の指数が「育
児休業取得率」。政府は2020年までに、この取
得率を「13％」まで引き上げたい意向です。し
かし、2015年度の統計では2.65％とかなり低調
で、女性の取得率（2007年度以降80％を超え
る）とは大きな開きがある状況です。
　男性の育休取得を拒む要因のひとつが『パタ
ハラ（パタニティーハラスメント）』。パタニ
ティーは「父性」を意味し、『パタハラ』は、
男性が育児・介護を行う権利や機会を侵害する
言動とされています。例えば「育児は女の仕
事」「育休は出世にひびく」などの意識から、
男性に休みを認めない、または休んだことに対
する嫌がらせなどがあたります。
　今年１月の「育児・介護休業法」等の改正に
よって、パタハラやマタハラは事業主に防止措
置が義務付けられましたが、家庭における男女
の役割を固定化する意識はいまだ根強く残って
います。男性が育児や介護に積極的に参加でき
る環境を整えていくには、職場をはじめとする
意識改革が急務です。
　そんな中、ＮＰＯ法人ファザーリングジャパ
ンが提唱する『イクボス宣言』は、その改革の
旗振り役になりそうな期待を感じさせていま
す。この宣言は「仕事と私生活をバランスよく
両立できるよう、部下を応援し自らは楽しむイ
クボス」になることを対外的にアピールし、そ
の姿勢を示すものです。
　知事で初めて育休を取得した広島県の湯崎知
事は、2015年１月に「イクボス」を宣言。これ
がきっかけとなり、昨年11月には全国知事会
で「知事自らイクボスとなりこの取組を推進
し、仕事と生活が両立しやすい日本の実現を目
指す」との宣言が全会一致で採択されました。
　男性社員や部下に対し「お子さんの誕生おめ
でとう、育休はいつから？」と笑顔で問いかけ
るイクボス。そんな頼もしい「イクボス」の出
現が待たれます。
問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　　次回の広報ひた４月15日号は、４月14日㈮に発送します。Information ４．1
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タ
ウ
ン
情
報

「
日
田
の
自
然
」
探
検
隊
員
募
集

　

季
節
や
場
所
に
よ
っ
て
変
化
す
る
自
然

の
美
し
さ
を
一
緒
に
探
し
に
で
か
け
る
探

検
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
回
数　

　

年
５
回
（
５
・
６
・
８
・
９
・
10
月
の

第
４
土
曜
日
）

■
主
な
観
察
地　

　

釈
迦
岳
の
自
然
林
、
酒
呑
童
子
山
麓
の

カ
シ
ノ
木
ヅ
ル
谷
、
田
来
原
の
モ
ミ
ジ

谷
と
ク
ヌ
ギ
林
ほ
か

■
対
象　

　

市
内
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下

保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
数　

約
15
人

※
左
記
に
４
月
５
日
㈬
か
ら
電
話
で
申
込
開

始
。
（
先
着
順
）

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

ひ
た
生
活
領
事
館
に

出
品
し
ま
せ
ん
か

　

日
田
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ひ
た
生

活
領
事
館
（
福
岡
市
）
」
で
は
、
店
舗
で

取
り
扱
う
商
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

販
路
拡
大
や
新
商
品
の
情
報
発
信
を
考

え
て
い
る
人
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
出
品
者
説
明
会
】

■
と
き
・
と
こ
ろ

　

4
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
〜

　

日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

※
出
品
者
や
取
扱
商
品
は
、
一
定
の
要
件
が
あ

り
、
応
募
さ
れ
た
中
か
ら
選
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
３
１
１
５

　

商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　

☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
ス
ポ
レ
ク
元
気
塾
】

■
と
き
・
と
こ
ろ　

　

毎
週
火
曜
日　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

総
合
体
育
館

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

■
と
き
・
と
こ
ろ　

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

総
合
体
育
館

※
会
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
総
合
体
育
館
☎
㉔
６
７
５
０

　

体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

技
能
検
定
試
験
（
前
期
）

　

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間　

　

４
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
請
書
は
、
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１　

　

商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　

☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き　

　

６
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
試
験
開
始

■
と
こ
ろ　

大
分
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類　

　

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

※
願
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

・
電
子
申
請

　

４
月
17
日
㈪
〜
５
月
６
日
㈯

・
書
面
申
請

　

４
月
20
日
㈭
〜
５
月
９
日
㈫

※
平
成
28
年
度
か
ら
試
験
準
備
講
習
会
は
、
大

分
・
別
府
会
場
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
受

付
は
左
記
で
も
で
き
ま
す
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係
☎
㉔
２
２
０
４

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
９
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

　

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　

☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

楽
レ
ク
健
幸
（
康
）
塾

　

運
動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

生
涯
健
康
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
〜
平
成
30
年
３
月
の
第
１
・
３
木

曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

　

日
田
市
総
合
体
育
館

□
対
象　

一
般
成
人
（
年
齢
制
限
な
し
）

□
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

※
毎
回
い
つ
で
も
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書
・
内
容
証

明
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
き
な

ど
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
19
日
㈬　

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　

雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い

の
傷
み
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
23
日
㈰　

　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　

桂
林
公
民
館

試
験

け
ん
こ
う

くらしの情報
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まちの話題

春の日田を走る
　陸上競技場をスタート・フィニッシュとする、第
18回天領日田ひなまつり健康マラソン大会が、３月
12日に開催された。小学校４年生から83歳までの
1,253人が参加し、晴天の中、春の日田を力走し
た。また、大会前日イベントでは、谷口浩美さん、
大島めぐみさんを迎え、陸上教室を開催し、下駄を
使った走り方やミニゲーム等で盛り上がった。

学びでつなぐ、地域の輪
　３月４日、生涯学習の理念に立ち、社会教育の振
興や発展に資することを目的に「第44回社会教育振
興大会」がパトリア日田で開催された。
　大会では地域における学びと地域づくりに功績の
ある個人８人と２団体に感謝状が贈呈されたほか、
福岡教育大学教授の井上豊久氏による「つながりを
創る地域活動のあり方」と題した講演が行われた。

東有田公民館が優良公民館表彰を受賞
　３月１日、文部科学省が主催する第69回優良公民
館表彰において、東有田公民館が優良公民館として
表彰された。九州北部豪雨によって衰退している地
域が元気になるようにと、日本全国難読山名サミッ
トや人財バンク登録、国際交流など様々な事業を展
開、地域の方々が公民館に愛着を持ち、みんなが集
う特色ある公民館として認められた。

70周年記念講演会
　日田市体育協会の創設70周年を記念し、記念講演
会が３月２日、各種競技団体などの関係者250人が
出席し、パトリア日田で開催された。
　「捕手的考え方」と題した講演会では、元ダイエ
ーホークスバッテリーコーチの若菜嘉晴氏を講師
に、若菜氏が今までに育ててきた選手などの話が聞
かれた。

日田
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塚田温泉センターの営業再開に感謝
　昨年４月に発生した地震の被害を受け、一時休止
していた塚田温泉センターが営業を再開し、再開を
祝う塚田区主催のおひな様祭とグラウンドゴルフ大
会が開催された。３月５日に行われたグラウンドゴ
ルフ大会では、地元塚田地区をはじめ、五馬市、出
口、本城の五馬地区の住民約100人が参加し、プレ
ーを楽しんだ後は温泉で疲れを癒した。

春を感じる 古園山里ひいなめぐり
　天瀬町の古園地区では、３月1日から20日ま
で「山里のひいなめぐり」が開催された。チューリ
ップ祭りなどで、まちづくりに取り組む「げんきｂ
ｙ古園」が開催し、今回で13回目となる。案内看板
も設置された地区内では、各家庭の庭先や牛車、池
に浮かべた桶の中などに飾られた、様々なおひな様
が訪れた人々を楽しませた。

古民家リフォームワークショップ
　３月 18 日、上津江町小川原地区で、地域おこし協
力隊主催の第２回古民家リフォームワークショップが開
催された。今回は１階部分の床張り作業として、床束
から高さ調整しながらの根太張りと床板張りの各作業
が行われた。大分市からの参加者は「経験したことが
ない作業、難しいけどとても楽しい」と慣れないＤＩＹ
にも目が輝いていた。

天瀬

上津江
「準グラン
プリ」を
見事受賞！
　１月20日、
岐阜県郡上市
で開催された
日 本 猪 祭 り
で、日田市獣
肉処理施設管
理組合の猪肉
が見事「準グ
ランプリ」を
受賞した。こ
の祭りは、15
府県29地域か
ら集められた
猪肉の食べ比べを行い、参加者全員の投票によって
グランプリを決定するもの。会場では、猪肉の産地
は伏せたまま、シンプルに塩コショウで味付けした
焼肉で味を評価した。

23 広報ひた　2017. 4. 1



よっしゃ！火祭り（梅まつり前夜祭）
　２月18日、第37回日田おおやま梅まつりの前夜
祭「よっしゃ！火祭り」が豊後・大山ひびきの郷で
開催された。日田三隈高等学校のギター・マンドリ
ン部、藤蔭高等学校吹奏楽部、前津江浦和太鼓の演
奏があり、竹や木で組まれた高さ約10メートルの櫓
に火が放たれると、来場したおよそ700人の興奮は
最高潮に達した。会場周辺には紙や竹で製作された
約2,000個の灯明が飾られ、約200発の花火も打ち上
げられた。
　２月19日から３月19日まで行われた梅まつりで
は、辺り一面が白や淡いピンク色の梅の花で覆わ
れ、ほのかに甘い香りに包まれていた。訪れた人は
見頃を迎えた花を見ながら思い思いにゆったりとし
たひとときを過ごしていた。

有償ボランティア「カッスル隊」始動
　昨年10月、大山町に発足した有償ボランティア「カ
ッスル隊」が本格的に始動。「カッスル隊」は、大山
町内の高齢者や障がいのある人などが、地域で安心し
て暮らしていくことを願い、日常生活の困りごとや心
配ごとを解決するために、隊員が有償でお手伝いする
（カッスル）もの。この日利用会員のお宅に出向いた
隊員は、窓ガラスの清掃を行っていた。

大きく
なーれ！
　桜の木
　２月25日、
田来原美しい
森づくり公園
で、筑後川上
流域と下流域
の市民約120
人が集い植樹
祭 を 開 催 し
た。河津桜や
エドヒガン桜
な ど ５ 種 類
200本の桜を
植樹し、作業
後は地元婦人会の郷土料理が振る舞われた。
　参加者からは「郷土料理が美味しかった」「花が
咲く頃また来ます」など、うれしい声が多く聞かれ
た。

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題
大山
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ふるさとを自慢しよう
　津江小学校６年生の児童が総合学習で新聞づくり
を学び、地域を紹介する「うみやまかわ新聞」制作
を行い、２月19日に東京スカイツリータウンで発表
会が行われた。代表児童４人が参加し、日田市出身
の離島経済新聞社の鯨本統括編集長から修了証を受
け取った。児童は、新聞づくりを通して上・中津江
地域の特徴や歴史、自然の素晴らしさを学んだ。

楽しく走って、目指せ完走！！
　２月19日、中津江公民館前をスタートし、上津江
町川原の広川運動広場前を折り返し中津江公民館前
をゴールとする4.2㎞の「第38回新春歩こう・走ろ
う会」が開催された。
　この日は晴天に恵まれ、６歳から80歳までの地元
住民30人が参加。競技の後は、地元有志で作る恒例
のぜんざいが振る舞われ、冷えた体を温めた。

中津江

柚木地区を
楽しむ
子どもたち
　３月12日、
「前津江町柚
木地区を楽し
もう」と、小
学生や幼児の
親子が柚木地
区の散策や釣
り、たこ揚げ
などを楽しむ
行事が開催さ
れた。　
　これは、ま
えつえ盛り上

げ隊が地区の皆さんの全面協力を得て、周辺地域活
性化対策として実施。閉校後に久々に響く子供たち
の声に、地区は春の陽気のように明るく笑顔に満ち
た一日となった。

曽家地区でイタリア料理教室を開催
　３月８日、曽家多目的交流館で「イタリア料理教
室」が開催された。市内外からの参加者は、田辺亜
吏可さん（大山町上野）の指導の下、トマトリゾッ
ト、ソテー、レモンの詰め物等の料理を体験した。
　この日は、イタリアでは「女性の日」で、田辺さ
んのご主人から贈られたミモザの花とケーキも添え
られ、美味しさも倍増した。

前津江
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　４月８日㈯　
　午後３時～４時
　４月22日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

ノラのボクが、
家ネコになるまで
ヤスミン・スロヴェック／作
横山和江／訳
文研出版

　気ままなノラネコぐらしをしていた
ボク。ヒトには、ソクバクされたくな
い。でもある日、だれも住んでいなか
った家にかわいいソバカスのある女の
子の一家が引っ越してきて…。

10年後、君に仕事はあるのか？
藤原和博／著
ダイヤモンド社

　仕事が消滅していく社会でどんなチカ
ラを身につければいいのか？高校生に語
りかけるスタイルで大人にも問いかける
「人生の教科書」決定版。

ランニングする前に読む本
田中宏暁／著
講談社

　本来、走ることは決して苦しい運動
ではない。誰もが持っている「走る才
能」を100％発揮するには、フォアフ
ット着地で、ラクなペースで走るこ
と。初心者からサブスリーを目指す上
級者まで、弱点を克服し、確実に結果
を出すノウハウを徹底解説する。
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４月の休館日（○…休館日）
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３

大好き図書館！

こどもの読書週間行事のおしらせ
　
　４月23日から５月12日は「こどもの読書週間」です。
　今年も様々な催しを企画しています。多くの皆さんの
ご来館をお待ちしています。

＜期間中の主なイベント＞
■一日図書館長　
■児童書のリサイクル会　　
■おいでよ！としょかん！！
　～たんそうさんとビンゴ大会＆おはなし会～
■ブックカバー＆しおりを作ろう！
■母の日のメッセージカードを作ろう
■「母の日川柳」を作ろう
■ぼくとわたしの あいうえお作文
※詳細は図書館だより及び図書館備え付けのチラシをご覧くだ
さい。

平成29年度　こども司書講座 受講生募集
　
　今年度の「こども司書講座」は、大分県の「子ども司
書養成講座」との合同事業として開催します。
　図書館の仕事や本について、楽しく学んで、大分県の
「子ども司書」の認証を目指してみませんか？

■期間　平成29年５月～平成30年３月（１年間）
■講座回数　全８回
　（日田市開催５回、大分県全体研修・認証式３回）
■対象　小学校４～５年生
■募集数　10人（先着順）
■申込方法　
　淡窓図書館に所定の申込用紙を提出
※詳細は図書館内に設置している募集要項をご覧ください。

23
30
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人参の蒸しケーキ

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①人参は皮をむき、おろしておく
②全ての食材を混ぜ、泡だて器で滑らかになるまで混ぜ合わせる。
③容器に８分目まで生地を入れ、蒸し器で12分ほど蒸す。
　★レンジを使う場合★
　ラップをせずに600ワットで３分程度加熱する。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（約８個分）
人参    120ｇ　
ホットケーキミックス　150ｇ
卵　　　１個

プレーンヨーグルト　50ｇ
はちみつ　大さじ１

　色鮮やかな人参のオレンジ色はβ-カロテンと呼ばれる天然色素成分によるも
のです。β-カロテンは強力な抗酸化力を持ち、動脈硬化予防やがん予防、アン
チエイジングなど様々な健康効果が期待されています。β-カロテンを効率よく
吸収するには、炒め物など油を使った料理がおすすめです。

　

咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
小
ヶ
瀬
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

淡
窓
は
小
ケ
瀬
（
尾
ケ
瀬
）
方
面
へ
も

足
を
伸
ば
し
、
弟
の
久
兵
衛
が
主
と
な
っ

て
竣
工
し
た
「
小
ケ
瀬
井
路
」
を
見
る
た

め
に
訪
ね
て
い
ま
す
。

　

淡
窓
四
十
二
歳
の
時
、
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
五
月
に
父
の
お
供
を
し
て
上
井

手
を
経
て
小
ケ
瀬
に
至
り
、
測
量
な
ど
に

着
工
し
た
ば
か
り
の
井
路
を
見
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
父
・
三
郎
右
衛
門
が
井
路

を
見
た
い
と
望
ん
だ
の
で
従
行
し
た
も
の

で
す
。

　

「
小
ケ
瀬
井
路
」
は
、
翌
七
年
（
一
八

二
四
）
三
月
か
ら
本
工
事
に
入
り
、
八
年

（
一
八
二
五
）
四
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

拡
張
修
復
し
て
完
工
す
る
の
は
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
で
す
。
田
島
村
な
ど
高
台

に
あ
っ
て
十
分
な
水
の
確
保
が
困
難
で
あ

り
、
そ
の
安
定
し
た
水
量
確
保
の
た
め
、

玖
珠
川
上
流
の
小
ケ
瀬
か
ら
取
水
し
、
岩

山
を
掘
り
抜
き
、
隧
道
を
通
し
て
導
水
す

る
新
た
な
井
路
開
削
工
事
で
し
た
。
工
事

で
は
、
硬
い
岩
盤
の
掘
削
や
会
所
山
の
長

距
離
に
わ
た
る
隧
道
な
ど
の
難
工
事
の
連

続
で
、
莫
大
な
資
金
と
労
力
を
費
や
し
て

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
水
路
の
完
成
に
よ

っ
て
、
上
井
手
村
・
刃
連
村
・
田
島
村
ば

か
り
で
な
く
、
城
内
村
・
中
城
村
な
ど
計

十
三
村
の
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒
れ
地
が
田

地
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
淡
窓
五
十
五
歳
の
時
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
三
月
に
は
、
弟
の
久
兵
衛
の
誘

い
で
、
謙
吉
（
旭
荘
）
や
塾
生
五
名
と
と
も

に
、
完
成
し
た
井
路
を
見
物
に
、
再
び
小
ケ
瀬

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
久
兵
衛
が
井
路
に
植
え
て

い
た
と
び
の
花
（
山
吹
）
が
満
開
な
の
を
見
た

り
、
小
舟
に
乗
っ
て
川
上
を
遡
っ
た
り
し
て
遊

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
同
じ
年
の
四
月

に
謙
吉
（
旭
荘
）
が
上
方
へ
東
遊
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
盛
ん
に
一
緒
に
遊
山
し
て

い
ま
す
。

　

井
路
が
開
通
し
た
翌
年
の
文
政
九
年
（
一
八

二
六
）
の
秋
ご
ろ
に
詠
ん
だ
淡
窓
の
漢
詩
が
あ

り
ま
す
。

「
即
事
」　

其
の
一

　
　

平
原　

還
た
稲
を
種
う

　
　

冉
冉
た
る
早
苗
の
風

　
　

一
路　

青
山
を
破
り

　
　

千
畦　

白
水
通
る

　
　

邦　

方
に
武
事
を
休
め

　
　

人　

自
ら
田
功
を
競
う

　
　

偶
た
ま
滄
桑
の
感
有
り

　
　

頭
を
回
ら
す　

夕
照
の
中

　

広
い
平
野
に
ふ
た
た
び
稲
が
植
え
ら
れ
、
や

わ
ら
か
な
早
苗
の
風
が
吹
い
て
い
る
。
一
直

線
の
水
路
が
青
々
と
し
た
山
を
抜
け
、
多
く

の
田
の
畦
に
き
れ
い
な
水
が
通
っ
て
い
る
。

国
の
中
で
は
い
ま
や
武
芸
の
こ
と
を
止
め

て
、
人
々
は
田
の
農
作
業
を
盛
ん
に
競
っ
て

い
る
。
私
は
、
ふ
と

滄
桑
（
世
の
中
の
移

り
変
わ
り
の
激
し
い

こ
と
）
の
思
い
が
わ

い
て
、
夕
映
え
の
中

で
首
を
回
ら
し
て
振

り
返
っ
た
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑲

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　　　小ヶ瀬

たんそうさん

小ヶ瀬井路
（現地写真）

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

と
う
ゆ
う

へ
い
げ
ん

ま

う

ぜ
ん
ぜ
ん

そ
う
び
ょ
う

ろ

せ
い
ざ
ん

け
い

く
に

ま
さ

ぶ 

じ

や

で
ん
こ
う

た
ま

そ
う
そ
う

こ
う
べ

め
ぐ

せ
き
し
ょ
う
う
ち

め
ぐ
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年２月28日現在） 

■人口　
　67,528人
　（前月比－96人）
・男　31,958人
・女　35,570人
■世帯数
　27,247世帯

　★わくわく制作
　（こいのぼり作り）
　12日㈬・13日㈭　10:30～
※募集数20人。
　３Ｂ体操
　18日㈫　11:00～
　お話し会
　20日㈭　11:00～
　療育事業（音あそび）
　28日㈮　11:00～12:30
　

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

子育てを応援します！
児童館・支援施設　４月の主な催し　

天瀬児童館　☎57８９２２

●ファイル作り（オリジナルの
　ファイルをつくりませんか）
　５日㈬・６日㈭　
　　　　　 10:30～11:30
　すくすく相談日
　28日㈮　10:00～11:30
※母子健康手帳を持参してください。
●こいのぼり作り
　（こいのぼりを作って
　　　お家に飾りましょう）
　29日㈷　10:30～11:30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　おしゃべり広場
　12日㈬　10:30～
　リズム遊び
　19日㈬　10:30～
●こいのぼり作り
　（飾れるかわいいこいのぼりを
　　　　　　　　作ってみませんか）
　　22日㈯　10:30～
　　26日㈬　10:30～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　18日㈫　10:00～12:00
●ランチｄａｙ
　20日㈭　10:00～
●おしゃべりタイム
　25日㈫　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●おしゃべり会　
　17日㈪　11:00～
★イクメンサタディ（ミニ遠足）
　（センター近くの公園まで散歩）
　22日㈯　10:30～
★カラーパーティ（初級）
　（ノーメイクの方が正し
い判断ができます）
　24日㈪　10:00～
※募集数６世帯。

９:30～12:00、13:00～15:30
（火・金曜日は13:30～
16:00まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★親子リトミック
　12日㈬　11:00～12:00
●お外で遊ぼう（中央公園）
　17日㈪　11:00～12:00
　25日㈫　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　18日㈫　11:00～12:00　
★作って遊ぼう（こいのぼりを作ろう！）
　19日㈬　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●ファーストパパママくらぶ
　（初妊婦さん＆パパ＆　
　　先輩ママたちの交流会）
　10日㈪　13:30～15:00
●土曜日開放日
　15日㈯　９:30～12:00
●プレママくらぶ
　19日㈬　13:30～15:30
★こいのぼり制作
　28日㈮　９:30～12:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

９:30～12:00、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）
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H app y
B i r t h d a y

月生まれ４
　６月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。５月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

はるき
小野晴輝ちゃん
（１歳・上城内町）

れんしん

しょうた

髙尾蓮心ちゃん
（１歳・日の本町）

はると
立花悠翔ちゃん
（１歳・中ノ島町）

りょうへい
長谷部凌平ちゃん
（１歳・前津江町柚木）

ももか
高村桃叶ちゃん
（１歳・琴平町）

さ な
後藤彩那ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

な な
後藤菜那ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

音成翔太ちゃん
（１歳・あやめ台）

熊本紗彩ちゃん
（２歳・城町１丁目）

はるた
佐藤晴太ちゃん
（３歳・城内新町）

そら
佐藤 空ちゃん
（１歳・亀川町）

坂本真保ちゃん
（３歳・上城内町）

ま ほさ き
小山紗輝ちゃん
（３歳・中釣町）

まさひろ
桒野優寛ちゃん
（３歳・田島町）

川野 凛ちゃん
（１歳・藤山町）

りん

さあや

日田市
子育て情報 ビ

　お子さまに合わせた予防接種スケジュール
を自動で作成し、接種日が近づくとメールで
お知らせします。
　登録は無料となりますので、是非ご活用く
ださい。

▲「日田市子育て情報ナビ」
　二次元コード

ナ
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
「
新
し
い
公
共
」。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
。

「
公
共
」
と
言
え
ば
、
役
所
や
公
務
員
・
議
員
な
ど
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
公
共
」
に
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
要
素
・
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、国
や
自
治
体
が
市
民
か
ら
集
め
た
お
金
（
税
金
）

を
使
っ
て
行
う
「
官
」
に
よ
る
活
動
。
主
に
公
務
員
が
活
動

し
ま
す
。
政
府
・
市
役
所
・
公
共
事
業
・
公
教
育
・
警
察
・

消
防
な
ど
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
市
民
が
地
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
母

体
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
附
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
行
う

「
民
」に
よ
る
活
動
で
す
。代
表
的
な
活
動
と
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・

自
治
会
・
住
民
運
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
、
右
肩
上
が
り
に
拡
大
成
長
を
続
け
て
き
た
日
本
で

す
が
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
世
界
で
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
状
況
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
官
」
と
「
民
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
社
会
を
支
え
あ
っ
て
き
ま
し
た
が
、特
に
、「
官
」

に
よ
る
公
共
へ
の
対
応
は
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
お
い
て

は
、
財
源
・
人
材
の
確
保
や
分
配
・
執
行
等
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、「
民
」
に
お
い
て
も
人
材
・
資
金
等
に

不
安
は
つ
の
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
公
共
」
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
「
行
政
」

が
独
占
・
執
行
す
る
「
無
責
任
お
任
せ
民
主
主
義
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、「
官
」
と
「
民
」
の
二
元
論
か
ら
、

将
来
的
に
対
応
で
き
る
「
新
た
な
公
共
」
の
概
念
と
仕
組
み

を
持
ち
合
わ
せ
た
「
新
た
な
社
会
的
仕
組
み
づ
く
り
」
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
り
続
け
る
」、
私
が
選
挙
の
と

き
に
掲
げ
た
フ
レ
ー
ズ
の
一
つ
で
す
。

　

今
こ
そ
「
英
知
を
絞
り
・
汗
を
流
し
、
価
値
あ
る
未
来

の
た
め
に
挑
戦
す
る
時
」
で
す
。「
地
域
力
日
本
一
」
を
目

指
し
、「
市
民（
志
民
・
支
民
）」と
の「
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

45

　今年もあまがせ温泉まつりが開催されます。
　恒例の素人芝居を観て、温泉や食事などを楽しみながら春のひとときをお過ごしください。

問日田市観光協会天瀬支部☎57２１６６
　天ヶ瀬温泉旅館組合☎57３４６６
　天瀬振興局産業建設係☎57３１４７

　□とき
　　４月９日㈰　
　□ところ
　　天瀬公民館・天瀬公民館前お祭り広場

　□天ヶ瀬座「素人芝居」入場無料
　　昼の部　午後１時開演
　　夜の部　午後７時開演
　　天瀬公民館
　□どんたく隊
　　午前８時30分～午後１時
　　天瀬町内各所、天瀬公民館前お祭り広場
　□舞踊ショー
　　午後６時開演　
　　天瀬公民館

まんぷく屋台もあります♪
当日正午～午後４時の間、１コイン（100円）で天ヶ瀬温泉に入れます♪

あまがせ温泉まつりあまがせ温泉まつり1152
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